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防 災 対 策 室 

 

検討事項１ 新たな啓発策の検討について 

 

１ 目的 

１１月１９日現在、東京都内での一日の新型コロナウイルス新規陽性者数が５３２

人となり、感染レベルも最高レベルの「感染が拡大していると思われる」に引き上げ

られたが（資料１「第４０回東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議資料」参

照）、市としては、現在の取り組みについて継続の方向性でとされている。 

新型コロナウイルス感染症は、基本的な感染症対策を繰り返すことが最善の防御策

とされているものの、その緩みから感染拡大が止まらないと考えられている。 

そこで、市として、新たな啓発策の実施について、以下のとおり検討する。 

 

２ 対応の方向性 

◆ 現在の取り組みの継続 

  現在実施している取り組みは、継続して実施する。 

◆ 感染防止策の徹底（再度徹底！） 

① 常にマスクを忘れない 

② 常に手洗いを忘れない 

③ 常に換気に注意する 

④ マスクなしで人と１５分以上話さない 

⑤ 家も職場も、毎日掃除と消毒 

  ◆ 新たな啓発策の実施 

 

３ 既に実施している(または、実施予定)の啓発策 

◆ 感染者急増に対する広報担当の取組 

○ たま広報（１２／５号）にて、１面を振り替えて注意喚起の紙面掲載 

○ ＨＰスライドにて注意喚起（現在も実施しているが、表現等の変更を検討） 

○ ＳＮＳ等（メール・ツイッター・ライン）を活用した注意喚起 

○ かわら版を発行し、公共施設等へ掲示 

 

 

 

 

 



４ 新たな啓発策 

⑴ 考え方のポイント 

○ ターゲット＝幅広い年齢層（全世代に感染が拡大） 

 ＜世代別陽性者数＞ 

10 歳 

未満 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 

5 人 27 人 130 人 110 人 96 人 80 人 31 人 42 人 10 人 3 人 

○ スピード感をもって対応 

○ 既に実施している取り組みを十分に活用（かわら版、アマビエ） 

⑵ 啓発策   
啓発策 詳細 

１ 
かわら版 

（市内施設・掲示板・18 店舗等） 

内容 感染予防や注意喚起に関する詳細な情報 

実施時期 速やかに実施 

予算措置 不要 

関連課 秘書広報課、その他関係課 

備考 ※各施設は、確実に掲示！ 

２ 
感染予防講座 

（保健師の派遣） 

内容 保健師による感染予防に関する指導 

実施時期 速やかに実施 

予算措置 不要 

関連課 健康推進課 

備考 施設長を集めるなど、まとめた形で実施 

３ 感染予防動画制作 

内容 感染予防講座の動画を制作 

実施時期 速やかに検討 

予算措置 制作する動画により変動 

関連課 健康推進課、防災安全課、秘書広報課 

備考 ＤＶＤ等により各施設での研修に活用 

４ バス車内アナウンス 

内容 受動喫煙に変えて放送 

実施時期 年明けから 

予算措置 既存予算で対応可能 

関連課 秘書広報課 

 

 

各部からの情報提供  

 

１ 経済観光課 

「ＧｏＴｏイート」事業 プレミアム付き食事券販売開始  

２ 健康推進課 

   市民用のワクチン接種の予算を１２月追加補正で計上 

集団接種実施の際は、施設利用、職員の応援等の協力をお願いしたい。 


